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学生の活躍〈4〉

特集

特別企画

学生生活実態調査結果から見る
学生の生活実態と学生支援の取り組み

学生サークル「Nociws」

AIコモンズを設置
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建造物の
経年変化

山・丘陵
地形

農地の状態
トラクター制御

分析から得られる
大量データ

オホーツク地域の
地形・気象

ゲレンデの状態

生産現場から
データを

くまなく収集し
コンピュータ上
で仮想的に
状況を再現

高速なデータ伝送と
安全かつ信頼されるデータ管理

３次元
構造の
作成

ドローンや生産現場から収集される
大規模データをAI により処理

オホオホ ツーツクク地域のオホ ツク地域の
地形・気象

ゲレレンデンデの状の状態態

大量のデータをネットワークで繋ぎ

AI による
データ処理・強化学習・制御方法から実現する数値演算の重要性

大量のデータをネットワークで繋ぎ

AI による
データ処理・強化学習・制御方法から実現する数値演算の重要性
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「ARLISS」とは　A Rocket Launch for I「ARLISS」とは　A Rocket Launch for International Student Satellites

【CanSat(模擬人工衛星)の打ち上げ実証実験】
CanSat （Can：缶　Satellite）
　ジュースの缶サイズの模擬人工衛星・探査機
一般的な規格
　350ml Class：350ml缶のサイズ（元祖）
　OpenClass：350ml缶3本分のサイズ

　2023年9月11日から14日まで、アメリカ合衆国ネバダ州ブラックロック砂漠で開催
されたARLISS大会に、北見工業大学の宇宙開発サークル“Nociws ARLISS参加
チーム”が参加しました。今年は5か国から26団体が参加、日本からは16団体が参加
しました。
　ゴールまでの到達距離や、ミッション内容に関しての競技です。ロケットで高度約
4kmまで打上げます。

　2023年9月11日から14日まで、アメリカ合衆国ネバダ州ブラックロック砂漠で開催
されたARLISS大会に、北見工業大学の宇宙開発サークル“Nociws ARLISS参加
チーム”が参加しました。今年は5か国から26団体が参加、日本からは16団体が参加
しました。
　ゴールまでの到達距離や、ミッション内容に関しての競技です。ロケットで高度約
4kmまで打上げます。

・失敗
・ロケットにて上昇中にCanSatの電源が切れてしまう。
・原因は上昇によって基板に生じた結露がショートを引き起こしたと考えている。
・着地時の姿勢が横倒しになり、機体構造が歪んでしまった。
・2回目の打ち上げに向けて、現地にあるもので修理をした。

・失敗
・ロケットにて上昇中にCanSatの電源が切れてしまう。
・原因は上昇によって基板に生じた結露がショートを引き起こしたと考えている。
・着地時の姿勢が横倒しになり、機体構造が歪んでしまった。
・2回目の打ち上げに向けて、現地にあるもので修理をした。

・チームメンバーは入れ替わりがあるが､今後も“Nociws”としてCanSatを作りたい人が出て
きたときに０からのスタートとならないようにサポートできる資料やノウハウを積み上げて
いきたい。
・ARLISSに限らず、CanSat（探査車や模擬人工衛星）を開発し、実証実験やコンテストに
参加することを積極的にサポートしていきたい。
・CanSatの他にも、団体としてはロケットにも取り組んでいるので、自作のロケットに自作
の探査車を載せて打ち上げ実験をしていきたい。
・必ず代替わりが生じる学生サークルとしても、これまでの実績や経験をもとに活発な活動を
続けていけるように取り組みたい。

・目的地へ正確に移動する探査車を開発し、性能の実証を行なう。
・ロケットから放出されたOpenClass（350ml缶3本分、重さ1050g）の
　探査機が地上に下りた後、ゴール地点に向かって走り、ゴールに到達すること

・目的地へ正確に移動する探査車を開発し、性能の実証を行なう。
・ロケットから放出されたOpenClass（350ml缶3本分、重さ1050g）の
　探査機が地上に下りた後、ゴール地点に向かって走り、ゴールに到達すること

Nociws Mission

１回目のチャレンジ１回目のチャレンジ

・ゴールから約2.8km地点に着陸後、ゴール方向に走行することができた。
・ゴールから2.66km地点で車の轍に乗っかり、スタックしてしまった。
・バッテリーを多く積んでいたことで、長時間動作できることが確認された。

・ゴールから約2.8km地点に着陸後、ゴール方向に走行することができた。
・ゴールから2.66km地点で車の轍に乗っかり、スタックしてしまった。
・バッテリーを多く積んでいたことで、長時間動作できることが確認された。

２回目のチャレンジ２回目のチャレンジ

結果：サクセスクライテリアという評価方法でフルサクセスを達成！  
　　　100点満点に換算すると60点相当でしたが、 はじめての機体の開発から渡米の苦労なども
　　　含めたらメンバーは100点満点の気持ち!!

速水瑛
（はやみずあきら）
機械電気工学プロ
グラム1年/構造系
担当

 大石裕司
（おおいしゆうじ）
エネルギー総合工
学コース3年/
ソフトウェア（機体
動作のプログラミン
グ）担当

 鈴木紫斗
（すずきしいと）
先端材料物質工学
コース2年/
ハードウェア（機体
に載せる電子回路、
基板製作）担当

岡実代子
（おかみよこ）
環境防災工学コー
ス3年/ Nociws代
表/プロジェクトマ
ネージャー/ 構造系
（機体の構造の設
計、製作など）担当

 加藤隼天
（かとうはやて）
環境防災工学コース
3年/構造系、回収系
（減速降下に必要な
パラシュートや、パラ
シュートの分離に使
う機体ケース）担当

 堀口裕介
（ほりぐちゆうすけ）
情報デザインコミュニ
ケーション工学コース
3年/作業補助（審査
に使う機体の性能試
験手伝い）

＜＜ 参加メンバー ＞＞

Nociws
 設立

2018年
　6月

2019年
８月

2021年
12月

2022年
９月

2023年
６月 ８月 ９月 12月

スペースプローブ
コンテストロケッ
ト部門優秀賞

能代宇宙イベント
F型モデルロケット
打ち上げ

第1回ハイブリッド
ロケットエンジン
燃焼実験

スペースプローブ
コンテストスペース
プローブ部門出場/
第2回ハイブリッド
ロケットエンジン
燃焼実験

第３回ハイブリッド
ロケットエンジン
燃焼実験（２回）

能代宇宙イベント
CanSat競技
ランバック部門
出場

CanSatプロジェ
クトがARLISSに
初出場

KIT Science
Caféで｢ARLISS｣
の参加報告講演

　９月

宇宙開発の先輩で
私たちの応援者

(株)植松電機社長
　  植松　努　氏
　（本学の卒業生）

tiotioonaonal SSStudenttudent SSSSatellitesatellitesonaonal SSStudentttudent SSSSatellitesatellites

開発した機体：しゃもじ（SYAMOJI）

Google earthGoogle earth
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「ARLISS」とは　A Rocket Launch for I

　2023年9月11日から14日まで、アメリカ合衆国ネバダ州ブラックロック砂漠で開催
されたARLISS大会に、北見工業大学の宇宙開発サークル“Nociws ARLISS参加
チーム”が参加しました。今年は5か国から26団体が参加、日本からは16団体が参加
しました。
　ゴールまでの到達距離や、ミッション内容に関しての競技です。ロケットで高度約
4kmまで打上げます。

・失敗
・ロケットにて上昇中にCanSatの電源が切れてしまう。
・原因は上昇によって基板に生じた結露がショートを引き起こしたと考えている。
・着地時の姿勢が横倒しになり、機体構造が歪んでしまった。
・2回目の打ち上げに向けて、現地にあるもので修理をした。

・チームメンバーは入れ替わりがあるが､今後も“Nociws”としてCanSatを作りたい人が出て
きたときに０からのスタートとならないようにサポートできる資料やノウハウを積み上げて
いきたい。
・ARLISSに限らず、CanSat（探査車や模擬人工衛星）を開発し、実証実験やコンテストに
参加することを積極的にサポートしていきたい。
・CanSatの他にも、団体としてはロケットにも取り組んでいるので、自作のロケットに自作
の探査車を載せて打ち上げ実験をしていきたい。
・必ず代替わりが生じる学生サークルとしても、これまでの実績や経験をもとに活発な活動を
続けていけるように取り組みたい。

・チームメンバーは入れ替わりがあるが､今後も“Nociws”としてCanSatを作りたい人が出て
きたときに０からのスタートとならないようにサポートできる資料やノウハウを積み上げて
いきたい。
・ARLISSに限らず、CanSat（探査車や模擬人工衛星）を開発し、実証実験やコンテストに
参加することを積極的にサポートしていきたい。
・CanSatの他にも、団体としてはロケットにも取り組んでいるので、自作のロケットに自作
の探査車を載せて打ち上げ実験をしていきたい。
・必ず代替わりが生じる学生サークルとしても、これまでの実績や経験をもとに活発な活動を
続けていけるように取り組みたい。

・目的地へ正確に移動する探査車を開発し、性能の実証を行なう。
・ロケットから放出されたOpenClass（350ml缶3本分、重さ1050g）の
　探査機が地上に下りた後、ゴール地点に向かって走り、ゴールに到達することこれまでの実績

今後の目標

１回目のチャレンジ

・ゴールから約2.8km地点に着陸後、ゴール方向に走行することができた。
・ゴールから2.66km地点で車の轍に乗っかり、スタックしてしまった。
・バッテリーを多く積んでいたことで、長時間動作できることが確認された。

２回目のチャレンジ
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ト部門優秀賞
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F型モデルロケット
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燃焼実験
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スペースプローブ
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第2回ハイブリッド
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第３回ハイブリッド
ロケットエンジン
燃焼実験（２回）

第３回ハイブリッド
ロケットエンジン
燃焼実験（２回）

能代宇宙イベント
CanSat競技
ランバック部門
出場

能代宇宙イベント
CanSat競技
ランバック部門
出場

CanSatプロジェ
クトがARLISSに
初出場

CanSatプロジェ
クトがARLISSに
初出場

KIT Science
Caféで｢ARLISS｣
の参加報告講演

KIT Science
Caféで｢ARLISS｣
の参加報告講演

　９月　９月

宇宙開発の先輩で
私たちの応援者
宇宙開発の先輩で
私たちの応援者

(株)植松電機社長
　  植松　努　氏
　（本学の卒業生）

(株)植松電機社長
　  植松　努　氏
　（本学の卒業生）

2018年創設、現在の所属人数：35名
主な活動 ・ハイブリッドロケット
 ・CanSat（探査機）
 ・大学祭出展
 ・KIT Science Café Team

“アイヌ語で星を意味する「ノチウ」に由来”“アイ 星を ノ にウ」 由来”
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2023年11月8日
北見工業大学学生広報委員が発足しました。
授業やサークル、研究室、仲間との交流など、学生生活を通じて、
北見市、北見工業大学の魅力を学生の目線で発信していきます。

任命式終了後、鈴木学長とのランチ懇談会を開催しまし
た。懇談会では、研究室活動や毎日の生活、北見市のお
すすめスポットなど、さっそく情報発信をしたい内容が
盛りだくさんとなりました。

今回、学生広報委員として4名が就任しました。
任命式では、鈴木学長から一人一人に任命状が
授与されました。

北見工業大学学生広報委員任命式

（写真中央）鈴木学長（写真中央）鈴木学長

北見工業大学学生広報委員
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地域未来デザイン工学科
地域マネジメント工学コース4年
中村　琴美　さん

工学専攻
応用化学プログラム1年
結城　未來　さん

地域未来デザイン工学科
地域マネジメント工学
コース4年
山村　竜　さん

工学専攻
機械電気工学プログラム1年
嵐　 椋平　さん

　学生広報委員と大学の広報担当者との定期的な広報活動に関す
る勉強会を開催しています。SNS発信の心得を学ぶことや他大
学の学生広報委員の活動について情報共有を行いながら、活動を
行っています。

学生広報委員の最初の活動として、SNS（X、旧 Twitter）を開設しています。
日常の一コマを切り取り、学生の「今」をリアルタイムで投稿しています。
ぜひフォロー、リポスト、いいねをお願いします。
＃北見工業大学　＃学生広報　＃KITこーほー

学生生活はもちろんのこと、北見工業大学
が立地する北見市をはじめ、北海道東部の
オホーツク地域の魅力も発信しています。

今後も、
北見工業大学学生広報委員の
活動にぜひご注目ください

Xアカウント
　北見工業大学学生広報委員
　@KIT_gakuseikoho

北見工業大学学生広報委員SNS

山村　竜　さん

Twitter）を開設しています。
タイムで投稿しています。

（写真中央）鈴木学長
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　北見市のキャラクターといえば、ハッカの葉っぱをくわえたエゾリスがモデルの「ミントくん」そして「ペッパーちゃ

ん」ですが、実は今のミントくん『３代目』なのはご存じでしょうか。

　『初代』ミントくんは、昭和62年「ペパーミント・シティ北見プラン」の実現に向けて、まちづくり研究会が遊び心か

ら市民キャラクターを公募してできました。『２代目』ミントくんは北見市開基100年、市制施行55年を記念し宇宙服

を着て登場。『３代目』ミントくんは年を重ねるごとにメタボになり、現在の姿になりました。

　最近の活躍は、集英社「少年ジャンプ＋」で現在連載中のマンガ「道産子

ギャルはなまらめんこい」の本誌やアニメにも北見市のキャラクターとして登

場！LINEスタンプになったり、イベントなどにも積極的に参加して北見を盛り

上げるために奮闘中。見つけた場合は是非とも応援してあげてください。

［ 文・写真：（一社）北見市観光協会］

北見市キャラクター 『ミントくん・ペッパーちゃん』 とは




